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｢クスリの効果」を調べるには

Ｉ．「雨乞い“３た”理論」の落とし穴

今回は、クスリが本当に効くかどうか調べる

際の落とし穴についてお話しましょう。実はこ

れが、多くの方が思っているようには、一筋縄

ではいかないのです｡公式の手続きで認可され、

病院で処方されるクスリでさえ、’00％のエビ

デンス（根拠）がそろっているわけではありま

せん。患者さんという生身の人間に、本当に効

いているかどうか再評価される必要があるので

す。1980年代後半、痴呆症状を改善すると期待

された「脳循環改善クスリ」や「脳機能（代謝）

賦活クスリ」は、折からの高齢者人口の増大を

背景に大人気を博し、売り上げは数千億円に上

りました。しかし、その後、きちんとした臨床

試験を行って再評価したところ、当初宣伝され

ていたような効果がほとんど無いことが明らか

になったのです。その結果、この種のクスリの

多くが臨床現場から姿を消したのですが、それ

に費やされた膨大な医療費はどうなってしまっ

たのでしょう…。病院で使われているクスリで

さえこのようなことがあるのですから、民間療

法や健康食品などの「真の効果」はどれほどな

のでしょうか？

今日、医師の処方するクスリに漠然とした不

安感を持つ人は少なくありません。ていねいな

説明があれば解決されるものも多いので、これ

は医療関係者の大きな課題と言えます。ただこ

のようにクスリに不安を持っている方が、民間

なかやまたけお：京都大学大学院医学研究科社会健康医学

系専攻医療システム情報学助教授

nakayama＠pbh・medkyoto．u,ac・jｐ

－１９４－

中山健夫

療法や健康食品には「無防備な安心感」を抱い

ているようにも見受けられます。これらの多く

は有効性についても安全性についても、医療現

場で使われているクスリほど、十分評価されて

いるわけではないのです。

クスリの効果を調べる際に引き合いに出され

る話に「"雨乞い”は効果がある」というもの

があります。どんな雨乞いでも雨が降るまでず

っと祈っていれば、いつかは（偶然でも）雨が

降ることがあるでしょう。根気よく続けていれ

ば、どんな雨乞いでも効果があるというわけで

す。この話は「祈った→降った→効いた」の

｢雨乞い“３た''理論」と皮肉まじりに呼ばれ

ます。しかし、実際には同じようなことがクス

リや健康食品の効果についてはされがちです。

頭痛やめまいなど､症状が生じては自然に消え、

しばらくしてまた現れるといった場合、ある民

間クスリを飲んで症状が消えたら、それはその

クスリが効いたのでしょうか、それとも自然の

経過なのでしょうか？個人を見ている限りで

はその区別はできないのですが、本人はそのク

スリのせいで良くなったと考えがちです。本当

は飲まなくても自然に症状がなくなっていたの

かもしれません。皮肉な、そして合理的な見方

をすれば、本当は効かないクスリでも、多くの

人が試していると、偶然効いたように見える

ケースも出てきます。そういう事例があったか

らといって、そこだけ誇張して「これは特効薬

だ」と言って良いものでしょうか。

「すごい効果！」というような宣伝文句が目

を引く民間療法は、（全部がいけないわけでは

ありませんが）何万円も出して飛びつく前に、



ぜひ「雨乞い“３た，，理論」の落とし穴を思い

出して下さい。

Ⅱ．意識と暗示でデータが変わる？：ホーソン

効果とプラセボ効果

もう一つ、クスリの効果を調べる際に気をつ

けておくべきことをお話しましょう。人間とい

うのは不思議なもので、何かを意識したり、暗

示にかかると実際にそうなってしまうことも少

なくありません。それが偶然なのか、思ったこ

とが（良いことであれ、良くないことであれ）

本当に実現することが多いのか、さまざまな人

たちが興味を抱いています。

アメリカのある心理学者が働く人たちの仕事

の成果を上げるため、どんな工夫をしたら良い

か研究を始めました。対象となったのはイリノ

イ州にあるホーソンという町の工場です。そこ

で研究者は照明の具合など作業環境を変えて、

何が業績向上に役立つか調べてみました。その

結果は研究者の予想を裏切ったものでした。作

業効率を高めたのは部屋の明るさではなく、

｢職場の人間関係が良くなること」だったので

す。そして「職場の人間関係」は、「自分の仕

事の成果が調べられている」と知った作業員が、

良い成果を挙げようと努力した結果でした。

これと同じようなことがクスリや健康法につ

いても起こるのです。「飲んだ→良くなった」

だから「そのクスリが効いた」と単純には言え

ないのは、「雨乞い“３た，，理論」でお話した

とおりです。「良くなった」ように見えても、

それは効果を調べようと医者が見ている時だけ

かもしれません。医師にかかってクスリを処方

されてから、患者さん自身が「よくなろう」と

張り切って、食生活や運動、飲酒や喫煙など生

活習慣に気をつければ、病気によってはクスリ

以上の効果をあげてしまうことがあるのです。

｢見られているからいつも以上にがんばって良

い結果を出す」ことを、もとの工場の場所から

｢ホーソン効果」と呼びます。マラソンも一人

で練習するより、誰かにタイムを計ってもらっ
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た方が良い成績が出せそうですね。

これに似ているのが「プラセポ（またはプラ

シーボ)効果」です。日本では「偽薬（ぎやく)」

と呼ばれ、「化学的にはクスリとしての働きは

ない」はずのクスリ（？）です。小麦粉を練り

固めたものや食塩水などがそれに当たるのです

が、本人が効果を信じて飲むと、本当に望まし

い効果が発揮されることがあるのです。一種の

暗示と言えますが、だからといって「嘘」では

ありません。「偽薬」ではイメージが良くない

なので中国語的に「安慰薬」と呼ぼう、という

提案もあるくらいです。「プラセボ」にはやは

り目立った効果は無いのではないかという「シ

ステマティック・レビュー」がＮＥｎｇｌＪＭｅｄ

誌に発表されましたが、議論はその後も続いて

います。新しいクスリの効果をきちんと調べる

には、このような「ホーソン効果」や「プラセ

ボ効果」に惑わされない評価をしないといけま

せん。民間療法や健康食品では、こういったこ

とまで考えてその効果が調べられていることが

どれほどあるでしょう…。

少しでも効くという治療法に期待をかける気

持ちは－特に病人であればなおさら－もっとも

ですが、その弱みに付け込んでくる良からぬ輩

がいるのは残念ながら確かです。病気になって

からだと不安な気持ちが先立って判断力も鈍り

ます。怪しげな情報に惑わされないためには、

普段から気をつけで慎重に「情報」を読む習‘慣

をつけておくことが大切といえるでしょう。
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